
自治事務 法定受託事務

■職員■一部委託 □全部委託 □指定管理 □市民ボランティア □NPO等 □その他( )
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※令和６年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

本事業の
主な業務

県営事業に関する連絡調整、負担金支出

農業基盤整備事業負担金の支出

道路、排水路整備等の整備要望への対応

農業用ため池等農業施設の管理

市単独土地改良事業補助金、多面的機能支払交付金等の補助金交付

国営事業に関する連絡調整、国営付帯事業の実施

決算額

国支出金

執行体制

項 目

作成日

細事業名

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

0

事
業
費 地方債

年度別計画

0

・農業施設の維持管理・
負担金の交付・補助金の
交付

・農業施設の維持管理・
負担金の交付・補助金の
交付

221,849,000

181,641,989

194,975,000 196,114,000

124,416,210

0

単位：円

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

206,243,585 189,882,644

15,345,637 13,216,773

1.95

事務事業評価表
１．基本事項

1.65 1.55

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

農業基盤整備事業

農業生産性向上、農業集落の生活環境の改善を図る。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

上記団体の実施する事業に対し負担金を交付する。自治会の要望する事業について調査検討し工事等を実施する。ま
た、ため池の劣化状況等所要のを行う。

成果
※何を求めるか

農業施設、土地改良施設の補修・新設・長寿命化・維持管理の低減

中項目 1 農業のブランドを高め伝えるまちづくり

0

事務事業

1

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

837,000 1,495,900 1,293,150 773,000

215,016,000

0 0

181,641,989

区分

大項目

小項目

3

農業の生産性向上や農業集落の生活環境の改善を目的とした農業振興地内の道路や用排水路の整備など、農業基盤の
整備に資する事業である。
また、市が所有する農業用ため池や用排水路の整備に関する事業実施及び県や他市町、土地改良区、水利組合や各種
農業団体が実施する農業基盤整備に資する事業への負担金や補助金の支出を行う事業である。

県支出金 65,644,738 62,864,515 50,500,516 62,950,000

農地費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

農業費

農業施設、土地改良施設の整備、補修等の事業を行う団体（県等）及び事業を要望する自治会

0

237,113,798

15,264,798

1.79

112,305,456

0

176,665,871

令和5年度 令和6年度

194,386,463

12,744,474

令和07年06月19日(木)

令和9年度

土地改良法、深谷市単独土地改良事業費補助金交付要
綱、深谷市土地改良区補助金交付要綱、

■ □

129,848,323 158,126,000

農業振興課 担当係 整備係 管理番号 36411農業基盤整備事業

活力とにぎわいにあふれるまち

農地の保全・活用と安定した農業経営の支援

令和7年度

農林水産業費

190,897,948

・農業施設の維持管理・
負担金の交付・補助金の
交付

担当課

令和4年度

前年度決算額（円）

一般会計



・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

B活動

評価理由・指標数値の推移

目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

目標値

実績値

区分

県営事業負担金交付額

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

道路・排水路事業費

県営事業実施地区数

目標値

実績値

道路・排水路工事箇所

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

３．評価指標

令和
4年度

令和
5年度

評価評価の観点区分

2.002.00

12.00 7.00

3.00

地区

活動指標２

成果指標１

単
位

千円

成果指標２

実績値の算出式

実績値

3,000.00 3,900.00 3,900.00

目標値

3.00

令和
9年度

県営事業負担金については、事業主体からの事業進捗を早めるために来年
度事業の前倒しをしたいとの要請に対し調整を行った結果、目標（当初予
算）以上に負担金を交付することができた。道路・排水路事業について
は、年度内に要望を受けた2か所全ての工事を実施することができた。

予算額と事業費の過去実績による概算　/　支出命令等による

実績値の算出式

1,851.30 1,782.00 1,573.00

2.00

9.00

件

　

実績値

目標値

実績値

目標値

令和
6年度

評価者 整備係長　神尾　剛

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

要望対応や負担金対応について、その必要性を精査することで、即時対応
など効率化を図った。

B

A

県営事業負担金については、予定地区について実施できた。また、道路・
排水路事業については、要望事項への対応により、安定的営農に寄与でき
た。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 整備係長　神尾　剛

7,884.81 9,108.31

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

16,453.99

3.00

事業実施計画による　/　県の報告書による

9.00

7.00 7.00

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

指標が予算額のため３０年度以降の目標値の入力が不可能　/　支出命令等による

　

令和
7年度

令和
8年度

7,614.67

千円

8,566.06

単年度で寄せられる要望の概算見込額　/　支出命令等による

16,421.29


